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一つの事件である??傍点筆者?と率
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家郷へ帰り、しばらく
病を養った後、居たたまれずに







３） 全集第１巻に昭和５年と６年の「ノート」を、２巻に昭和７年から昭和 19 年までの「ノート」を、21 巻



















11） 伊藤整『近代日本の文学史』伊藤整全集（新潮社 1973 年）第 21 巻 533 頁。伊藤は同書で「転向文学」
の項を設けて次のように述べている。「（亀井勝一郎は）自己のあらゆる仮面をはぎとって真実に直面しよ
うという意図のもとに評論集「転形期の文学」を書いた。この書物が出版されたとき、窪川鶴次郎、徳永
直、森山啓は、亀井の立場を、革命思想以前の個人主義にほかならぬと批判した。しかし亀井は、より純
粋なものを求める衝動から、しだいに宗教の世界と古典文学の世界にはいって行った。」（同書 534 頁）『転
形期の文学』前後の事情を簡潔に叙述しているだろう。
― 190 ―
